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ご利用者・ご家族の皆さまへ 

 

口の状態をチェックしてみましょう 
 

 

下のチェックシートを使って、ご自宅での様子や口の状態を確認しましょう。 

 

 

チェック項目 あてはまるものに〇 

① 固いものが食べにくい はい  いいえ 

② お茶や汁物などでむせることがある はい  いいえ 

③ 口が乾きやすい はい  いいえ 

④ 薬が飲みにくくなった はい  いいえ 

⑤ 話すときに舌がひっかかる はい  いいえ 

⑥ 口臭が気になる はい  いいえ 

⑦ 食事にかかる時間が長くなった はい  いいえ 

⑧ 薄味が分かりにくくなった はい  いいえ 

⑨ 食べこぼしがある はい  いいえ 

⑩ 食後に口の中に食べ物が残りやすい はい  いいえ 

⑪ 
自分の歯または義歯で、左右の奥歯をしっ

かりとかみしめられる 

どちらでもない  片方だけできる 

両方できる 

 

 

チェックし終えたら、事業所に持ってきていただき、職員に渡してください。 

歯や口の中などが痛む場合は、歯科医師の診察を受けましょう。 
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１．アセスメントと口腔ケアの手順 

口には、「食べる」「呼吸する」「話す」「表情を作る」などの役割があります。口腔機能が低下すると、こ

れらが難しくなり、ＱＯＬの低下につながります。 

また、口腔内には常に細菌がいるため、口腔内を清潔に保ち、細菌の数を減らすことで、だ液を誤嚥

したときの肺炎リスクを抑えることができます。 

 

（１）口腔内の観察とアセスメント 

ＱＯＬを維持し、全身の健康を保つために、まずは基本的な口腔ケアに取り組みましょう。 

ケアを始める前に、口腔内の観察とアセスメントを行います。 

 

【口腔内の観察ポイント】 
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口腔内・口腔ケアリスクのアセスメントは、以下のような様式を用いるとよいでしょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入れ歯がある人の場合、①入れ歯単体の写真、②入れ歯をつけた口腔

内の写真、③入れ歯を外した写真を撮りましょう。口腔内や入れ歯の変化

などに気づくための資料になります。 

口腔内の写真は、本人の同意を得た上で、一人が口を開けた口腔内を

ライトで照らしもう一人が撮影するとよいでしょう。 
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（２）口腔ケアの手順と方法 

人前で口を開けたり、入れ歯を着脱することを恥ずかしいと思う人は多くいます。また、口腔ケアの際、

「指で口角を横に引っ張る」「口腔前庭（歯茎と唇・頬粘膜の間）を触る」「口唇を指で挟み引っ張る」とい

う行為は、痛みの原因になるため、行わないようにしましょう。口腔ケアを行う際は、プライバシーに配

慮し、痛みのないケアを行うことが大切です。 

 

【口腔ケアの際に気を付けるポイント】 

ご自身できちんと口腔ケアができていると思われている利用者も、うまくできていないことが多く、

不衛生な状態になっていることがあります。「自分で口腔ケアをしている＝口腔ケアが自立している」で

はないことを意識し、必要に応じて介助者が介入していきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

誤嚥に気を付ける 

短時間で終わらせる 口腔内の様子をチェックする 

自立支援 

まず、本人の自立度を見極めることが大切

です。できるだけ自立で口腔ケアが行えるよ

う、用具や環境を整備・工夫します。自力で行

えるようになると、それが自信となり、満足

度や達成感につながります。本人の自尊心に

気を配りながら、必要最小限のサポートを心

掛けましょう。 

誤嚥に気を付ける 

口腔ケアの際、安全面で一番気を付けなけ

ればいけないことは誤嚥です。体の傾きをな

くす、あごをしっかり引いてもらうなど、安全

な姿勢を整えてから始めましょう。 

短時間で終わらせる 

口の中を見られることや、他人に歯を磨い

てもらうことを不快に感じる人もいます。無

理強いをせず、短時間で口腔ケアを終わらせ

ることが大切です。できるだけリラックスし

た状態で行えるように、声かけやケアの手順

などを工夫しましょう。 

口腔内の様子をチェックする 

ケアをしながら口腔内の健康状態をチェッ

クすることも大切です。歯茎の腫れや虫歯な

ど、何か問題や異常が見られるようであれ

ば、ご家族やケアマネジャーにも伝えましょ

う。また、職員間で情報を共有し、ケアの統一

を図ることが重要です。 
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【口腔ケアの手順と方法】 

 

 

口腔ケアを実施する前に必要な物品を準備しましょう。 

 

＜個人で用意（購入）する物(例)＞ 

 

 

 

【物品の選び方・使い方】 

・高齢者の多くは、虫歯や歯周病が進行し、歯や歯茎が過敏になっています。そのため、歯ブラシは柔ら

かいものを選びましょう。 

・歯ブラシは毛先が広がっていたり、1ヶ月以上使っている場合は、新しいものに交換しましょう。 

・タフトブラシは、歯のかみ合わせ部分や、歯ブラシが届きにくい一番奥の部分、残根（根だけが残ってい

る歯）などに使いましょう。 

・歯間を掃除する際は、歯間ブラシやフロスを使いましょう。歯間ブラシにはさまざまなタイプがありま

す。適切なサイズを選びましょう。 

・フロスは歯の側面に沿わせて出し入れしましょう。 

 

 

【口腔ケアの意味や効果を理解してもらう】 

口腔ケアを実施する前には、口腔ケアの意味や効果を説明して、理解してもらうことが大切です。口腔

ケアを行うことで、口の中の粘膜や口腔周囲筋を刺激し、だ液の分泌を促したり、虫歯や歯周病を防ぐな

ど、口腔機能の向上につながることを説明しましょう。 

 

 

必要な物品を準備する 事前準備 
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以下の項目を確認しましょう。 

・顔色が悪くないか 

・口唇・口腔内に傷や炎症がないか 

・口唇・口腔内が乾燥していないか  など 

 

口唇・口腔内が乾燥している場合は、水・ワセリン・ジェルなどを使い保湿しましょう 

 

 

義歯の着脱時には、痛みが出ないように気を付け

ましょう。義歯は繊細で傷付きやすいため、義歯用の

洗浄剤を使って磨きます。ぬめりのある部分やクラス

プの部分を念入りに磨きましょう。 

 

 

①うがいをする 

「うがいをしましょう」と声かけをすると、ガラガ

ラうがいをする方がいます。「ブクブクうがいをし

ましょう」「口をゆすぎましょう」など、具体的な動

作を説明する声かけをしましょう。うがいが難しい

方は、以下の手順で介助します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 口腔ケアを行う前に体調などを確認する 

3 歯の汚れを落とす 

ブクブクうがいが難しい場合には、スポンジブラシや口腔内用のウェットティッシュなど

でケアをします。スポンジブラシを使う場合、口腔内がきれいになるまで、以下の手順を

繰り返しましょう。 

 

2 義歯の汚れを落とす 


